
君津中央病院オプトアウト様式 

君津中央病院を受診された患者さんへ 
当院では下記の臨床研究を実施しております。 

この研究の対象者に該当する可能性のある方で、診療情報等を研究目的に利用又は提供される

ことを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。 

 

研究課題名 

過去2年間の２週間健診での EPDS(エジンバラ産後うつ病質問票)が

９点以上であった褥婦の傾向について 

（研究倫理委員会承認番号：815） 

当院の研究責任者

（所属） 

宮地 由美子、豊永 陽子  5東産科病棟助産師 

井上 智子 5東産科病棟師長 

他の研究機関及び 

各施設の研究責任者 
なし 

本研究の目的 

当院でお産をされたお母さまの中で、2 週間健診を実施してエジンバ

ラ産後うつ質問票が評価点数が高かった方を対象とし、傾向を調べま

す。またその中でも妊婦の時からエジンバラ産後うつ問診票が高くな

るリスクが低かったお母さまに焦点を当て、その傾向を調べていきま

す。 

現在、妊娠中からの支援の必要性を判断するために妊娠・出産で当院

に受診していただいた方全員に看護問診票や保健指導からスクリーニ

ングを実施しています。妊娠中から出産・育児への準備が整えられる

ように関わらせていただいています。本研究を通し、看護問診票や保

健指導からのスクリーニングに該当しないがエジンバラ産後うつ質問

票の評価点数が高かった産後のお母さまを調べ、そのお母さま達の傾

向を知ることで今後なるべく早いタイミングからより適切な支援をし

ていきたいと考えています。それによって産後2週間のエジンバラ産

後うつ質問票の評価点数が低下し、産後うつ病の発症を軽減できるよ

うにしていきます。 

調査データの 

該当期間 
2022年(令和 4年)４月～2024年(令和 6年)3月 
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研究の方法 

（対象となる方） 

産後 2週間健診が開始された令和 4年 4月から令和 6年 3月までに

君津中央病院で分娩した方の中で産後2週間健診の時点でエジンバラ

産後うつ質問票で評価点数が高かった方 

産後2週間健診で「妊娠中からの子育て支援事業」について、関連情

報を関係機関に提供することについて同意をされなかった方は除外し

ます。 

研究の方法 

（使用する情報） 

・基本情報(年齢・初経産婦・妊娠分娩産褥経過・胎児数) 

・妊娠期から出産後の支援体制や患者背景の把握について、看護記録

や保健指導の内容を参照して情報収集します。 

・看護問診票 

・産後2週間健診での、エジンバラ産後うつ病問診票・赤ちゃんへの

気持ち質問票・育児支援チェックリストの結果 

資料・情報の他機関

への提供 

本研究のデータは本研究期間内は研究代表者が厳密に保管する。 

研究発表などの際には個人が特定されないように配慮します。 

学会発表する場合には分析結果のみとし、保管期間終了後は研究代表

者が当該データを削除します。 

個人情報の取扱い 

・対象者のプライバシー保護のため、対象者個人が特定されないよう

収集したデータは符号化して分析します。 

・研究対象者の個人情報が院外に漏れないように収集した個人情報や

データについて厳重に管理し、秘密の保持及び個人情報の保護の規定

に従い管理します。 

本研究の資金源 

（利益相反） 
本研究においては利益相反はありません。 

お問い合わせ先 

宮地 由美子  豊永 陽子 

君津中央病院  ５東産科病棟 

電話：0438-36-1071 

備考 

① 目的と方法、得られた結果をもとに、今後妊婦への介入支援、保

健指導に活かしていきます。 

② 各個人の特定がされないよう配慮します。 
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③ いつでも拒否・辞退をすることができる。協力が得られない場合

もその後の治療や看護に不利益が生じません。 

④ 本研究内で得られた情報は、看護研究のみで使用され、それ以外

の目的で使用することはありません。 

⑤ 本研究は令和 6 年度の看護研究発表会などで公表する場合があり

ます。 

⑥ 不明な点がある場合は、いつでも研究メンバー、または 5 東産科

病棟のスタッフに質問していただいて構いません。 

 


